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社
員
総
会
を
開
催 

 

全
施
連
の
平
成
二
十
九
年
度
社
員
総
会
が
六
月
十
三

日(

火)

～
十
四
日(

水)

に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

一
日
目
は
、
社
員
総
会
前
の
理
事
会
を
開
催
、
理
事
会

で
承
認
し
た
議
案
に
つ
い
て
総
会
審
議
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。 

二
日
目
は
障
害
者
福
祉
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
直

近
の
課
題
と
意
見
交
換
、
各
県
連
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、

加
盟
県
相
互
の
認
識
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

由
岐
理
事
長
あ
い
さ
つ 

由
岐
理
事
長
は
、
冒
頭
各
県
連
の
活
動
と
全
施
連
に
対
す

る
協
力
と
支
援
に
つ
い
て
感
謝
を
述
べ
、
「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
改
定
検
討
チ
ー
ム
が
厚
労
省
に
で
き
た
。
今
後

障
害
者
四
十
七
団
体
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
団
体
と
し
て
質
疑
応

答
を
行
っ
て
い
く
。 

全
施
連
は
今
回
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
団
体
に
な
っ
て
い
な
い
が

厚
労
省
の
返
事
は
、
今
後
は
団
体
か
ら
独
自
の
意
見
を
出
し

て
早
め
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
厚
労
省
は
検
討
す
る
旨
の
返

事
が
あ
っ
た
。
決
し
て
諦
め
ず
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

活
動
に
生
き
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。
と
訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
報
酬
改
定
検
討
委
員
会
は
、
安
倍
内
閣
が
打
ち
出
し

て
い
る
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
一
環
と
し
て
地
域
共
生
社
会

に
向
け
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
我
が
事
と

し
て
参
画
し
、
人
と
し
て
世
代
や
分
野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ

な
が
る
こ
と
で
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
・
暮
ら
し
を

基
に
地
域
社
会
を
作
っ
て
生
き
た
い
。
と
の
こ
と
だ
が
、
し

か
し
、
障
害
者
に
つ
い
て
、
家
族
や
、
あ
る
い
は
地
域
の
中

で
お
互
い
に
面
倒
見
て
い
け
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
。 

全
施
連
理
事
会
、
社
員
総
会
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
福
祉
施

策
に
、
き
ち
ん
と
し
た
方
向
性
を
付
け
な
が
ら
、
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
と
力
強
く
話
し

か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

全
施
連
組
織
の
あ
り
方
な
ど 

 
 
 
 
 

五
議
案
を
提
案
可
決 

第
一
・
二
号
議
案 

 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
・
会
計
決
算
報
告 

一
、
障
害
福
祉
情
勢
で
は
、 

①
施
設
入
所
数
の
削
減
目
標 

②
我
が
事
・
丸
ご
と
政
策 

③
社
会
福
祉
法
人
改
革 

④
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
に
つ
い
て 

そ
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
、
活
動
の
成
果
と
反
省
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
引
き
続

き
諸
課
題
の
取
り
組
み
や
国
会
へ
の
意
見
書
提
出
、
地
方
行

政
等
へ
の
請
願
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
期
待
す
る

成
果
等
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
関
連

友
諠
団
体
と
の
一
層
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

再
認
識
し
ま
し
た
。 

新
し
い
形
の
支
援
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
パ
ー

ト
Ⅱ
に
つ
い
て
も
、
Ｐ
Ｔ
会
議
に
係
る
費
用
不
足
の
問
題
が

あ
り
、
五
回
（
二
十
八
年
度
三
回
）
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

熊
本
地
震
義
援
金
に
つ
い
て 

二
十
八
年
四
月
十
四
日
十
六
日
未
明
に
発
生
し
た
最
大

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。 

熊
本
県
内
の
障
害
者
支
援
施
設
も
全
倒
壊
が
多
数
出
ま

し
た
。 

全
施
連
で
は
、
義
援
金
を
募
り
、
合
計
六
，
三
〇
八
，
九

九
一
円
が
集
ま
り
、
熊
本
県
連
を
通
じ
て
被
害
の
あ
っ
た
知

的
障
害
施
設
へ
配
布
し
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
会
計
決
算
報
告
と
渡
邊
監

事
に
よ
る
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
第
一
号
第
二
号
議
案
と
も

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
号
議
案 

 

Ｈ
二
十
九
年
度
・三
十
年
度 

役
員
改
選 

副
理
事
長 

 
 
 
 
 

三
名
か
ら
四
名
制
へ 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
次
の
と
お
り
提
案

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
長 

 

由
岐 

透
（
留
任
・
兵
庫
県
） 

副
理
事
長 
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守
（
留
任
・
高
知
県
） 

副
理
事
長 

石
川 

誼
（
留
任
・
北
海
道
） 

副
理
事
長 

大
矢
武
久
（
新
任
・
神
奈
川
県
） 

全
施
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副
理
事
長 

渡
邊
民
雄
（
新
任
・
熊
本
県) 

監
事 

 
 

大
野
真
知
子
（
宮
城
県
） 

監
事 

 
 

平
尾 

要 

（
山
口
県
） 

 

な
お
、
永
年
全
施
連
の
組
織
強
化
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
副
理
事
長
岩
本
邦
雄
様
〈
神
奈
川
県
〉
は
退
任

を
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
任
務
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

第
四
号
議
案 

組
織
の
あ
り
方 

活
動
部
会
導
入 

 

全
施
連
の
法
人
の
業
務
を
分
担
し
、
全
員
参
加
で
責
任
を

分
担
し
協
働
す
る
組
織
に
す
る
た
め
に
、
政
策
運
動
部
、
広

報
情
報
部
、
組
織
財
政
部
、
研
修
部
の
４
つ
の
柱
に
分
け
、

各
部
の
部
長
に
は
四
人
の
副
理
事
長
が
あ
た
り
、
各
部
に
そ

れ
ぞ
れ
一
名
の
幹
事
を
置
き
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
幹
事

で
常
任
委
員
会
を
組
織
す
る
と
、
北
海
道
石
川
副
理
事
長
は
、

提
案
理
由
を
説
明
。
今
後
常
任
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
組

織
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
承
認
を
得
ま
し
た
。 

第
五
号
議
案 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
案 

前
年
度
か
ら
引
き
続
く
事
項
、
介
護
保
険
優
先
の
原
則
の

撤
廃
の
新
規
事
項
な
ど
十
項
目
の
提
案
が
あ
り
、 

①
二
十
四
時
間
一
貫
し
た
快
適
な
生
活
施
設
の
新
設
請
願 

②
行
政
（
国
・
地
方
自
治
体
）
議
会
（
国
・
地
方
自
治
体
）

へ
の
陳
情
と
意
見
交
換 

③
介
護
保
険
優
先
の
撤
廃 

④
支
援
区
分
の
廃
止 

⑤
新
し
い
形
の
生
活
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
パ
ー

ト
Ⅱ 

⑥
組
織
の
拡
大
と
強
化 

⑦
一
人
ひ
と
り
の
活
動
力
強
化
と
研
修
会 

⑧
全
施
連
内
部
学
習
会 

⑨
友
諠
団
体
と
の
連
携
強
化 

⑩
事
業
部
の
新
設 

こ
れ
に
対
し
、
最
優
先
事
項
は
何
か
、
ど
う
い
う
活
動
を

し
、
組
織
拡
大
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
財
政
の
確
保
は
（
？
）
、

な
ど
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

組
織
の
あ
り
方
、
財
政
の
あ
り
方
、
名
称
な
ど
の
問
題
を

残
し
た
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
急
に
理
事
会
を
開
き
体

制
を
整
え
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
予
算
書
案
を
承
認 

 
 

Ｐ
Ｔ
会
議(

提
言
パ
ー
ト
Ⅱ) 

活
動
支
援
５
０
０
万
円
の
協
力
要
請 

 

議
案
第
四
号
で
承
認
さ
れ
、
組
織
の
あ
り
方
で
、
活
動
部

会
ご
と
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に

お
い
て
、
新
し
い
生
活
施
設
の
あ
り
方
提
言
Ⅱ
に
か
か
る
予

算
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
支
援
の
た

め
、
今
回
会
員
の
皆
様
か
ら
５
０
０
万
円
の
支
援
金
を
募
り
、

そ
れ
を
充
て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

募
金
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
各
県
連
に
よ
り
い
ろ
い
ろ

の
事
情
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
提
言

を
作
る
の
は
私
た
ち
全
施
連
の
重
要
な
施
策
と
思
っ
て
い

ま
す
。
県
連
か
ら
募
金
の
お
願
い
の
趣
意
書
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

主
旨
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

               

編
集
後
記 

 

新
し
い
組
織
体
制
が
確
立
い
た
し
ま
し
た
。  

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
広
報
・
情
報
部
会
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
情
報
の
収
集
に
時
間
を
費
や
し
、
発
行
が

遅
れ
ま
し
た
。
今
回
が
初
稿
で
す
が
、
全
国
の
会
員
の
方

に
確
か
な
情
報
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 望まれる 

  新執行部体制の強化 

 ６月１３日・１４日の全施連

総会で決定された４人の副理事

長と各ブロックから選出した幹

事が加わった会議が７月３１日

に、神戸市の福祉会館で初会合

が開かれました。  
各ブロックの幹事名 
北海道・東北  桜田 星広 
関    東  奥澤 時宗 
四国・西日本  未 定 
九    州  八木トミエ 

全国の仲間の皆さん秋田で 

お会いしましょう 

第１３回 全施連全国大会 ＩＮ秋田 

大会テーマ 

新しい生活の場を語ろう！ 

 

日  時 ：平成２９年１０月 ３日（火）１３時開会 

           ～  ４日（水）１２時３０分閉会 

 

会  場 ：秋田キャッスルホテル 

参加費 ：大会参加費    ６，０００円 

      ：交流会費     ７，０００円 


